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ヤマハ発動機株式会社
技術・研究本部
共創・新ビジネス開発部
森田

笑顔が溢れる持続可能な健康で豊かな
街づくりへの貢献を目指して
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低速小型EV

“グリスロ”で創る地域の未来



© Yamaha Motor Co., Ltd. 本日の説明

新規事業開発

SRI International
とのオープンイノベーション

“MOTOBOT”

バイクの商品開発
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自己紹介

時速200Km/h越への開発から時速20キロ未満
の低速モビリティの市場開拓へ

自
動
運
転
元
年

2005年入社

エンジン・ブレーキ
・制御システム開発

サスペンション・ステダン
・制御システム開発

ヒト型ライディングロボット
・研究開発
・新規事業企画

バイク用テレマティクス保険
・スキル判定アルゴリズム開発
・新規事業企画

低速EVモビリティ＋Maas
・自動運転開発
・新規事業企画

2011年~ 2015年~ 2018年~ 2020年~

技術・研究本部 共創・新ビジネス開発部

森田 浩之グループリーダー
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ヤマハ発動機とは
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1897年  日本楽器製造 誕生（現在のヤマハ株式会社）

ヤマハ発動機株式会社ヤマハ株式会社
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ヤマハ発動機とは

会社の成り立ち・ふたつのYAMAHA

1955年  二輪車部門 を分離・独立
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1955 1960 1970 1980 1990 2000 2010

自動車エンジン

船外機

モーターサイクル

セルハンドラー

発電機

スクーター

産業用無人ヘリ

モーターボート 水上オートバイプール スポーツボート

電動アシスト自転車

大型
船外機

サイドバイサイド

ビークル

ゴルフカー

スノーモビル 除雪機

汎用エンジン

サーフェスマウンター産業用ロボット

LMW

産業用ドローン

ROV電動車いす

電動スクーター

ATV

2020

eBike

自動搬送車

次世代
操船システム
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ヤマハ発動機とは

製品に見る「価値創造」の歩み
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ヤマハ発動機のグリスロとは
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移動に伴う社会問題

地方の公共交通が危機的状況。高齢者を中心に、移動に伴う問題が増加中！！

移動できないことで、住民の健康、人とのつながり、まちの衰退につながっている
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グリスロ事例紹介動画

リンク：Field Born Vol. 1 人をつなぐモビリティ (youtube.com)

https://www.youtube.com/watch?v=68BU8oMvL6A
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ヤマハ発動機のグリスロの特徴

グリスロは単なる移動手段ではなく、

「人と人」、「人と地域」、「人と社会」をつなぐコミュニケーションモビリティとして

人々が笑顔で豊かに暮らせる持続可能な街づくりを目指します！
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グリスロによる楽しい移動が、ラストワンマイルの移動価値、健康増進価値、ひいては社会保障費抑制等の

財政縮減価値を創出し、サステナブルな移動サービスの実現を目指しています。

ヤマハ発動機のグリスロの特徴
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輪島市

石川県

輪島市

大野市

福井県

福井市

永平寺

高浜町

高浜町

永平寺町 佐渡市

新潟県 塩尻市

長野県

東卸市

富山市

富山県

南砺市

富山市
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実証実験地域・実走地域一覧

※当社からの車両貸出および官公庁、企業への実証実験も自治体名にて記載（2024年5月15日時点 ヤマハ発動機調べ）

2014年から現在に至るまで全国100地域以上で実証実験を実施。
全国約60地域に100台以上の販売実績があります

伊万里市

佐賀県

鹿島市

鹿島市

佐世保市
黒島

長崎県

佐世保市

大島郡
宇検村

鹿児島県

出水市

大島郡
龍郷町

沖永良部
島知名町

大島郡
宇検村

大島郡
龍郷町

中頭郡
北谷町

沖縄県

糸満市

中頭郡
北谷町

糸満市

糸島市

福岡県

みやま市

糸島市

みやま市

熊本市

熊本県

阿蘇市

芦北町

熊本市

阿蘇市

姫島村

大分県

大分市

別府市

姫島村

高千穂町

宮崎県

京都市

京都府

城陽市

宮津市

和束町

伊根町

京都市

城陽市

和束町

神戸市

兵庫県

豊岡市

三田市

加西市

四條畷市

大阪府

河内長野市

堺市

四條畷市

河内長野市

甲賀郡

滋賀県

奥永源寺

東近江市

東近江市

王寺町

奈良県

宇陀市

五條市

天理市

王寺町

太地町

和歌山県

和歌山市

太地町

磐田市

静岡県

袋井市

松崎町

紀北町

三重県

紀北町

菰野町静岡市
清水区 尾鷲市

春日井市

愛知県

養老町

岐阜県

函館市

北海道

奥尻町

十和田市

青森県

陸前高田市

岩手県

陸前高田市

盛岡市

松島町

宮城県

上小阿仁村

秋田県

上小阿仁村

塙町

福島県

福島市

：実証実験地域

：販売地域

伊方町

愛媛県

八幡浜市

鹿島市

三豊市
粟島

三木町

香川県

東かがわ市

宿毛市

高知県

四万十市

善通寺市

三豊市

土庄町
豊島

三豊市
粟島

三豊市

九州・沖縄

四国

中国

関西

北陸

東海

東北

北海道

関東

三原市

広島県

福山市

尾道市

福山市

尾道市

山口市

山口県

宇部市

宇部市

岡山県

高梁市

真庭市

笠岡市

高梁市米子市

鳥取県

若桜町

米子市

出雲市

島根県

雲南市

松江市

大田市

飯南町

松江市

笠岡市
北木島

真庭市
大田市

飯南町

相模原市

神奈川県

綾瀬市

小田原市

鎌倉市

横浜市

小田原市

千葉市

千葉県

甘楽町

群馬県

杉並区

東京都

練馬区

板橋区

台東区

杉並区

水戸市

茨城県

常陸太田市

笠間市

つくば市

千葉市
都賀の台地区

千葉市
桜木地区

千葉市
ベイタウン地区

野田市 小鹿野町

埼玉県

久喜市

久喜市丹波山村

山梨県

多摩市

青梅市

狛江市

昭島市

山形県 高畠町
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グリスロ導入背景と事例
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グリスロ導入背景

観光地 離島 オールドニュータウン 中山間地

主な
車両用途

・観光ガイド付き定期運行バス/デマンドバス/タクシー

・レンタル/シェアカー

・デマンドバス/タクシー

・定期運行バス

問題
・交通渋滞(周遊性) ・観光客減少(過疎化）

・PR不足 ・狭路で乗用車の走行困難

・高齢化 ・過疎化 ・交通網衰退

・狭路で乗用車の走行困難

グリスロ
へのニーズ

観光を余すことなく楽しめる移動手段

観光体験を盛り上げる・非日常感
高齢者が安心して生活できる日常交通網構築

13

観光の足 生活の足

生活の足＆観光の足の課題を解決し、地域経済活性化の一助に
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生活の足
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生活の足：社会課題

地方の運行事業の収益構造

交通事業者の大半が赤字経営、補助金でなんとか維持

社会課題となっている負の連鎖

運行事業者の課題

・通勤・通学需要の減少に伴い、バス路線の収益悪化
・運転手の高齢化、人手不足が深刻

赤字

82%
黒字

18%

バス事業 タクシー事業

高齢者の
移動不便

外出機会低下

コミュニケーション

・社会参画機会低下

健康寿命悪化行政負担増加
(医療・介護費)

地域交通減少
・撤退

まちの衰退
・老朽化

郊外のニュータウン

売上高

労務費

動力費

車両維持費

車両償却費

設備関係費

その他管理費

営業収益

100%

52%

14%

2%

14%

0%

20%

-2%

売上高

労務費

動力費

車両維持費

車両償却費

設備関係費

その他管理費

営業収益

100%

72%

7%

2%

4%

0%

15%

1%

赤字

64%
黒字

36%

平均的な収益構造 平均的な収益構造

人件費が
大半

人件費が
大半

バスより安価&大型2種免許不要なグリスロに期待

※アーサー・ディ・リトル・ジャパン株式会社調べ
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生活の足：社会課題への解決アプローチ

グリスロ導入で人や街の活性化！
移動に係る新たな付加価値創造！

少子高齢化
移動不便

人口
維持・増加

まちの
魅力度
向上

グリスロ
導入

外出機会
増加

健康寿命
の向上

行政負担
軽減

コミュニケーション
社会参画機会増加

共同研究

社会課題へのソリューション提供の一環としてグリスロ導入による

高齢者の健康増進寄与と

国及び自治体にかかる

社会保障費抑制の
クロスセクター効果の実証を

目標としています。

共同研究 共同研究

共同研究
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効果

ソリューション
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生活の足：奈良県王寺町 美しヶ丘地区の事例

問題 / 課題

問題：① 坂の多いエリアで、スーパーや集会所まで徒歩での移動が困難
② 公共バス乗り場まで距離がある

課題：高齢者でも便利に移動でき、持続可能な移動サービスの実現

地域内の周遊移動手段として運行

・週4日の定時定ルート、3ルート周遊／台
・発着所 ： 地域内の商店街、集会所付近
・乗車料金：無料
・ルート上であれば停留所に拘らず乗降可能
・地域ボランティア30数名による運行

利用客：平均約25人/日
※８割以上が高齢者

買い物に便利は勿論だが、
それよりも車内の会話が

楽しみ

地域の人との
コミュニケーションから
刺激を受け元気になる

今まで気付かなかった
街並みや季節の変化を

楽しめる

街の防犯や、顔見知りが
増え防災にも繋がりそう

高齢化エリアにて生活圏内の移動課題を解消し、
高齢者の健康寿命向上、街のコミュニティ醸成にも寄与

利用者の声 運行チームの声

地域ごとに
分けられた
運行ルート

和気あいあいと会話する住民運行チーム
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生活の足：健康増進効果の実証結果

外出、人とのつながり、
心に良い変化をもたらす
“動く交流の場”のような
移動支援に留まらない機能！

千葉大学予防医学センターと共同研究

① 気持ちが明るくたくさん笑うようになった
   楽しみ、生きがい、笑い、明るい気持ちの増加：2.1～2.6倍

② 家族以外といっぱい話すように
   家族・家族以外と話す機会、助け合い、地域活動参加：2.8～5.2倍

③ お出かけの回数がアップ
   外出機会、行動範囲の増加：1.7～1.9倍

※約2か月間 n＝599人（内、利用者25％）/統計的優位性有り

少子高齢化
移動不便

人口
維持・増加

まちの
魅力度
向上

グリスロ
導入

外出機会
増加

健康寿命
の向上

行政負担
軽減

コミュニケーション
心に良い変化

「乗る前」と「乗ったあと」でどう変わる？

検証結果：グリスロを利用した人は、心と体が元気に！

車内で会話した人

9割以上！
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生活の足：健康増進効果の実証結果

詳細リンク：2023年度グリーンスローモビリティ事業の社会的インパクト算出について - トピックス | ヤマハ発動機株式会社 (yamaha-motor.co.jp)

千葉大学予防医学センターとの共同研究結果

少子高齢化
移動不便

人口
維持・増加

まちの
魅力度
向上

グリスロ
導入

外出機会
増加

健康寿命
の向上

行政負担
軽減

コミュニケーション
心に良い変化

グリスロ導入で人や街の活性化！

① 介護給付費削減額がグリスロ導入＆維持費用を上回る可能性あり

② 利用者は１年間の利用で約１歳の若返る可能性あり

    

https://news.yamaha-motor.co.jp/2024/028153.html
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観光の足
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観光の足：移動に関する問題

こんなお悩みありませんか？

観光地の魅力が十分に

発揮できていない

交流人口をもっと増やしたい

観光に適した交通手段が

足りない

観光スポットはあるのに

観光客の周遊が少ない

21
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観光の足：グリスロの特徴

グリスロで実現する新たな観光体験！
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観光の足：ヤマハ発動機が目指すビジョン

移動に係る新たな付加価値創造し

観光課題の解決を目指します。

交通課題の解決に加え、観光を通じた

地域の魅力発見を実現することで、

観光客の満足度向上と、

地域の活性化に貢献します。

23
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利用者の声 運行チームの声

24

観光の足：岡山県高梁市の事例

観光エリアの周遊移動手段として運行
・週末（土日）、祝日のみ運行（2台)
・乗車料金 無料
・街並みに合ったラッピングで目を引くデザイン
・ルート：①吹屋街並み周回ルート（約15分）

②広兼邸周回コース（約40分）
・お店の人からも笑顔で手を振って挨拶。街全体でお出迎え
・車両購入は環境省補助金を活用

利用客：平均約100人/日 ※週末のみ運行

※4月～11月末までで約6千人利用

ゆっくり移動で楽しい、
アトラクションのようで

子供も喜ぶ

お客様に喜んでもらえる
のでやりがいがある

有償化も検討し、継続運行
できる仕組みを模索

CO2排出低減効果もある
街全体からの歓迎ムード、

ドライバーの
観光案内も良い

問題：① 観光地や文化施設が広範囲に点在、徒歩での周遊が困難
② 道幅が狭いため車両が入れず、ガソリンスタンドがない

課題：観光客が高梁市の点在している観光スポットを余すことなく
楽しめる持続可能な移動サービスの実現

街の歓迎ムード醸成（おもてなしツール）することで観光体験価値向上

効果

ソリューション

課題
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観光の足：新サービス（PoC実施中）
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観光の足：新サービス（PoC実施中）

詳細リンク：音声や光の演出と連携した低速カート連動型観光サービス

を開発 - トピックス | ヤマハ発動機株式会社

詳細リンク：Green Slow Mobility travelogue 描いた明日が、目的

地。 - グリーンスローモビリティ(電動カート公道仕様） | ヤマハ発動機

事例：別府、地獄めぐり

事例：沖縄、リゾートホテル

グリスロで謎解きしながら、街の移動・周遊を楽しむ！！

https://news.yamaha-motor.co.jp/2024/028377.html
https://news.yamaha-motor.co.jp/2024/028377.html
https://www.yamaha-motor.co.jp/gsm/travelogue/story-03.html
https://www.yamaha-motor.co.jp/gsm/travelogue/story-03.html


© Yamaha Motor Co., Ltd.

ヤマハ発動機の描くグリーンスローモビリティ

グリスロは単なる移動手段ではなく、

「人と人」、「人と地域」、「人と社会」をつなぐ

コミュニケーションモビリティとして地域社会にマッチしたソリューションで

人々が笑顔で豊かに暮らせる持続可能な街づくりを目指します！
27
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以上です。

ご清聴ありがとうございました。


	既定のセクション
	スライド 1

	森田：グリスロの「今」と「描く未来」
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28


